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一　

は
じ
め
に

　

金
融
庁
は
、
本
年
三
月
一
九
日
、
主
と
し
て
有
価
証

券
報
告
書
を
念
頭
に
、
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
考

え
方
等
を
整
理
し
た
「
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原

則
」（
以
下
「
本
原
則
」
と
い
う
）
お
よ
び
「
記
述
情
報

の
開
示
の
好
事
例
集
」（
以
下
「
好
事
例
集
」
と
い
う
）
を

公
表
し
た
（
注
一
）。

　

活
力
あ
る
資
本
市
場
を
実
現
し
、
持
続
的
成
長
を
図

る
企
業
に
対
す
る
円
滑
な
資
金
供
給
お
よ
び
国
民
の
安

定
的
な
資
産
形
成
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
投
資

家
の
投
資
判
断
に
必
要
な
情
報
が
十
分
か
つ
正
確
に
、

ま
た
適
時
に
わ
か
り
や
す
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
有
価
証
券
報
告
書
の
作
成
企
業
に
お
い
て
、

企
業
内
容
等
の
開
示
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
適
切
な
理
解

が
深
ま
り
、
開
示
へ
の
取
組
み
が
進
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
本
原
則
お
よ
び

好
事
例
集
の
公
表
の
経
緯
、
内
容
等
に
つ
い
て
解
説
す

る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
中
の
意
見
に
わ
た
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
筆
者
ら
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
申
し
添
え
て
お
く
。

二　

本
原
則
お
よ
び
好
事
例
集
の
公
表
の
経
緯

　

二
〇
一
七
年
六
月
に
政
府
が
閣
議
決
定
し
た
「
未
来

投
資
戦
略
二
〇
一
七
」
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
技
術

革
新
の
進
展
等
に
よ
り
、
上
場
企
業
が
経
営
課
題
の
複

雑
化
に
直
面
す
る
中
、
上
場
企
業
の
経
営
戦
略
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
情
報
等
を
含
む
上
場
企
業
と
投
資
家
の
建
設
的

な
対
話
や
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
や
中
長
期
投

資
促
進
に
資
す
る
上
場
企
業
の
情
報
の
開
示
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
金
融
審
議
会
に
お
い
て
総
合
的
な
検
討
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
金
融
審
議
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
座

長
・
神
田
秀
樹
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
。
以

下
「
Ｄ
Ｗ
Ｇ
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
二
〇
一
七
年
一
二

月
以
降
、
有
価
証
券
報
告
書
に
お
け
る
開
示
を
念
頭

に
、
企
業
情
報
の
開
示
の
包
括
的
な
検
討
が
行
わ
れ
、

二
〇
一
八
年
六
月
二
八
日
、「
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告

─
資
本

市
場
に
お
け
る
好
循
環
の
実
現
に
向
け
て

─
」（
以

下
「
Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
」
と
い
う
）
が
公
表
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｗ
Ｇ

報
告
に
お
い
て
は
、
企
業
情
報
の
開
示
の
充
実
に
向

け
、
記
述
情
報
の
充
実
を
含
む
四
項
目
に
つ
い
て
提
言

が
な
さ
れ
た
（
図
表
１
）。

　

こ
れ
ら
の
提
言
の
う
ち
、
新
た
な
開
示
項
目
に
関
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
有
価
証
券
報
告
書
等
に
お
け
る

記
載
内
容
を
定
め
る
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内

閣
府
令
（
以
下
「
開
示
府
令
」
と
い
う
）
が
本
年
一
月
三

「
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原
則
」お
よ
び

「
記
述
情
報
の
開
示
の
好
事
例
集
」の
解
説

藤
岡
由
佳
子 

金
融
庁
企
業
開
示
課
企
業
開
示
調
整
官

前
田
　
和
哉 

金
融
庁
企
業
開
示
課
専
門
官

國
分
　
優
子 

前
金
融
庁
企
業
開
示
課
係
長

目　
　

次

一　

は
じ
め
に

二　

本
原
則
お
よ
び
好
事
例
集
の
公
表
の
経
緯

三　

本
原
則
の
位
置
づ
け

四　

本
原
則
の
内
容

１　

総
論

２　

各
論

五　

好
事
例
集
の
位
置
づ
け
お
よ
び
内
容

六　

お
わ
り
に
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一
日
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
開
示

府
令
の
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
既
刊
の
解
説
記
事（
注
二
）
を

参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
で
は
、
開

示
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
定
め

る
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
ル
ー
ル
へ
の
形
式
的
な
対
応

に
と
ど
ま
ら
な
い
開
示
の
充
実
に

向
け
た
企
業
の
取
組
み
を
促
す
た

め
、
実
務
上
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
（
好
事
例
）
等
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
開
示
の
考
え
方
・
望
ま

し
い
内
容
や
取
り
組
み
方
を
ま
と

め
た
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
策
定
す
べ
き
と
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
で
は
、

適
切
な
開
示
実
務
の
積
上
げ
を
図

る
取
組
み
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
企
業
開
示
の
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
（
好
事
例
）
を
企
業

全
体
に
拡
げ
る
た
め
の
取
組
み
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
好
事

例
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
反
映
さ
せ
て
い

き
、
開
示
内
容
全
体
の
レ
ベ
ル
の

向
上
を
図
る
こ
と
の
必
要
性
も
言

及
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
、
金
融
庁
に
お
い
て
は
、「
記

述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原
則（
案
）」
を
昨
年
一
二
月

に
意
見
募
集
の
手
続
に
付
し
（
注
三
）、
本
年
三
月
一
九

日
、
本
原
則
を
最
終
化
・
公
表
し
た
。
ま
た
、
投
資

家
・
ア
ナ
リ
ス
ト
と
企
業
が
開
示
の
好
事
例
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
場
を
設
置
し
、
そ
こ
で
収
集
さ
れ
た
好

事
例
を
取
り
ま
と
め
た
好
事
例
集
を
併
せ
て
公
表
し

た
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
内
容
等
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

三　

本
原
則
の
位
置
づ
け

　

本
原
則
は
、
前
述
の
Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
に
お
け
る
提
言
を

踏
ま
え
、
財
務
情
報
以
外
の
開
示
情
報
で
あ
る
、
い
わ

ゆ
る
「
記
述
情
報
」
に
つ
い
て
、
開
示
の
考
え
方
、
望

ま
し
い
開
示
の
内
容
や
取
り
組
み
方
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
企
業
が
開
示
す
る
記
述
情
報
は
、
企
業
の
業

態
や
企
業
が
置
か
れ
た
経
営
環
境
等
に
応
じ
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
が
、
本
原
則
は
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
、

経
営
成
績
等
の
分
析
、
リ
ス
ク
情
報
を
中
心
に
、
有
価

証
券
報
告
書
を
念
頭
に
開
示
の
考
え
方
等
を
整
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ル
ー
ル
へ
の
形
式
的
な
対
応
に
と
ど
ま

ら
な
い
開
示
の
充
実
に
向
け
た
企
業
の
取
組
み
を
促

し
、
開
示
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
原
則
は
、
企
業
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
、
開
示
の

考
え
方
、
望
ま
し
い
開
示
の
内
容
や
取
り
組
み
方
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
開
示
事
項
を
新
た
に
加
え
る
も
の
で

は
な
い
。
開
示
書
類
の
作
成
・
公
表
に
関
与
す
る
者

〔図表１〕　金融審議会ディスクロージャーワーキング・グループ報告の概要

（注）　本稿中の解説は，主に，上図の太枠内に記載されている事項を対象としている。

報告の内容

③　開示ルールの策定
　（内閣府令改正）

①　プリンシプルベースのガイ
　ダンスの策定

②　開示のベストプラクティス
　の収集・公表

　企業が経営目線で経営戦略・
MD&A・リスクを把握・開示し
ていく上でのプリンシプルを企
業や投資家を交えて議論し，ガ
イダンスを策定

報告を踏まえた取組み

Ø　役員報酬（報酬プログラム，
　　報酬実績）
Ø　政策保有株式
Ø　監査人の継続監査期間　等

Ⅰ　「財務情報」および「記述情報」の充実
　財務情報，および，財務情報をより適切に理解するための
記述情報を充実。
（たとえば，経営戦略，経営者による経営成績等の分析（MD&A：
Management Discussion and Analysis），リスク情報な
ど）

Ⅱ　建設的な対話の促進に向けたガバナンス情報の提供
　企業と投資家との対話の観点から求められるガバナンス情
報の提供。
（たとえば，役員報酬の算定方法，政策保有株式の保有状況など）

Ⅲ　提供情報の信頼性・適時性の確保に向けた取組み
　情報の信頼性を投資家が判断する際に有用な情報の充実
と，情報の適時な提供。
（たとえば，監査人の継続監査期間など）

Ⅳ　その他の課題
　EDINETの利便性の向上，有価証券報告書の英文による開示
の推奨など。
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（
た
と
え
ば
、
経
営
者
、
作
成
事
務
担
当
者
、
Ｉ
Ｒ
担
当
者

等
）
に
は
、
こ
の
原
則
に
沿
っ
た
開
示
が
実
現
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
自
主
的
な
点
検
を
継
続
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
原
則
は
、
投
資

家
が
企
業
と
の
対
話
を
行
う
際
に
利
用
す
る
こ
と
も
有

用
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

本
原
則
の
内
容

　

本
原
則
は
、
総
論
お
よ
び
各
論
か
ら
構
成
さ
れ
、
総

論
で
は
、
記
述
情
報
の
開
示
全
般
に
共
通
す
る
原
則
、

考
え
方
お
よ
び
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
を
示

し
、
各
論
で
は
、
記
述
情
報
の
中
で
も
、
経
営
方
針
・

経
営
戦
略
等
な
ど
、
法
令
上
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る

事
項
に
関
し
て
、
開
示
の
考
え
方
や
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
を
提
示
し
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

以
下
、
本
原
則
に
示
さ
れ
て
い
る
項
目
の
順
に
従
っ

て
、
本
原
則
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
を
行
う
。

１　

総
論

⑴　

企
業
情
報
の
開
示
に
お
け
る
記
述
情
報
の
役
割

（
原
則
）

　

記
述
情
報
は
、
財
務
情
報
を
補
完
し
、
投
資
家

に
よ
る
適
切
な
投
資
判
断
を
可
能
と
す
る
。
ま

た
、
記
述
情
報
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
投

資
家
と
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
が
促
進
さ
れ
、

企
業
の
経
営
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
た
め
、
記
述
情
報
の
開
示
は
、
企
業
が
持
続
的

に
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
も
重
要
で

あ
る
。

　

企
業
は
、
記
述
情
報
及
び
そ
の
開
示
の
こ
の
よ

う
な
機
能
を
踏
ま
え
、
充
実
し
た
開
示
を
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

財
務
情
報
お
よ
び
記
述
情
報（
注
四
）
の
開
示
は
、
投

資
家
に
よ
る
適
切
な
投
資
判
断
を
可
能
と
し
、
投
資
家

と
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
企
業
の
経
営
の
質
を
高
め
、
企
業
が
持
続
的
に
企

業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
記
述
情
報
は
、
企
業
の
財
務
状
況
と
そ
の

変
化
、
事
業
の
結
果
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

で
あ
り
、
①
投
資
家
が
経
営
者
の
視
点
か
ら
（through 

the eyes of m
anagem

ent

）
企
業
を
理
解
す
る
た
め
の
情

報
を
提
供
し
、
②
財
務
情
報
全
体
を
分
析
す
る
た
め
の

文
脈
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
③
企
業
収
益
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
性
質
や
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
基
盤
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
を
通
じ
将
来
の
業
績
の
確
度
を
判

断
す
る
上
で
重
要
と
さ
れ
て
い
る
（
注
五
）。
ま
た
、
わ

か
り
や
す
い
態
様
で
投
資
家
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
は
、
経
営
者
の
重
要
な
責
務
の
一
つ
で
あ

り
、
記
述
情
報
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
な
一
部
を
構
成
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
（
注
六
）。

　

一
般
的
に
、
投
資
家
は
、
当
該
企
業
が
将
来
生
み
出

す
収
益
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
評
価
し
た
上
で
投

資
判
断
を
行
う
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
記
述
情
報
に

〔図表２〕　本原則の構成
Ⅰ．総論
　１．企業情報の開示における記述情報の役割
　２．記述情報の開示に共通する事項
　　２−１．取締役会や経営会議の議論の適切な反映
　　２−２．重要な情報の開示
　　２−３．セグメントごとの情報の開示
　　２−４．分かりやすい開示
Ⅱ．各論
　１．経営方針、経営環境及び対処すべき課題等
　　１−１．経営方針・経営戦略等
　　１−２．優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題
　　１−３．経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等
　２．事業等のリスク
　３．経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析（MD&A）
　　３−１．ＭD&Aに共通する事項
　　３−２．キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報
　　３−３．重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定
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は
、
過
去
の
一
時
点
の
財
政
状
態
を
表
し
て
い
る
財
務

情
報
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
財
務
情
報
と
関
連
し
て
、

経
営
者
が
将
来
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
な
経
営
戦
略
に

基
づ
い
て
経
営
を
行
っ
て
い
く
か
、
経
営
戦
略
に
基
づ

い
て
事
業
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
経
営
成
績
等
の
分
析

に
つ
い
て
も
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
か
だ

け
で
な
く
、
将
来
へ
の
含
意
も
記
載
す
る
こ
と
や
（
注

七
）、
将
来
顕
在
化
し
得
る
主
要
な
リ
ス
ク
な
ど
に
関

す
る
経
営
者
の
認
識
を
記
載
す
る
こ
と
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
一
般
的
に
記
述
情
報
は
、

企
業
の
方
向
性
に
関
す
る
経
営
者
の
視
点
（m

anage-

m
ent’ s perspective of the entity’ s direction

）
を
含
め（
注

八
）、
将
来
志
向
（forw

ard-looking orientation

）
の
情
報

（
注
九
）
を
提
供
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
将
来
の
収
益
等
の
結
果
の
予
測
を
開
示
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
（
注
一
〇
）。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
、
記

述
情
報
の
開
示
は
、
投
資
家
の
企
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
中

長
期
の
企
業
価
値
評
価
の
た
め
の
必
要
か
つ
十
分
な
情

報
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
の
意
見
や
、
こ
の
よ

う
な
記
述
情
報
に
つ
い
て
、
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
べ

き
と
の
考
え
方
が
国
際
的
に
も
広
が
り
を
み
せ
て
お

り
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
わ
が
国
の
有
価
証
券
報
告
書

に
も
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
き
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
（
注

一
一
）。

　

こ
の
よ
う
な
記
述
情
報
の
役
割
を
踏
ま
え
る
と
、
記

述
情
報
は
、
単
な
る
財
務
諸
表
に
記
載
さ
れ
た
数
値
情

報
の
文
章
化
や
、
法
令
上
求
め
ら
れ
た
事
項
を
形
式
的

に
記
載
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
財

務
情
報
を
補
完
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
、
経
営
者
が
ど

の
よ
う
な
方
針
で
経
営
を
行
っ
て
い
く
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、
投
資
家
に
よ
る
将
来
の
収
益
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
基
づ
く
投
資
判
断
を
助
け
る
よ
う
な

情
報
が
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ

う
な
記
述
情
報
に
よ
っ
て
、
投
資
家
と
企
業
と
の
建
設

的
な
対
話
が
促
進
さ
れ
、
企
業
価
値
の
持
続
的
な
向
上

に
資
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

⑵　

記
述
情
報
の
開
示
に
共
通
す
る
事
項

ⅰ　

取
締
役
会
や
経
営
会
議
の
議
論
の
適
切
な
反
映

（
原
則
）

　

記
述
情
報
は
、
投
資
家
が
経
営
者
の
目
線
で
企

業
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
取

締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
け
る
議
論
を
反
映
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
記
述
情
報
は
、
投
資
家
が
経
営
者

の
視
点
か
ら
企
業
を
理
解
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
記
述

情
報
は
、
経
営
者
の
視
点
を
構
成
し
て
い
く
取
締
役
会

や
経
営
会
議
に
お
け
る
議
論
を
反
映
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

記
述
情
報
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
含
み
得
る
が
、

中
で
も
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
、
経
営
成
績
等
の

分
析
、
リ
ス
ク
情
報
は
経
営
判
断
と
密
接
に
関
係
し
て

お
り
、
経
営
に
係
る
決
定
が
行
わ
れ
る
取
締
役
会
や
経

営
会
議
に
お
け
る
議
論
を
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
投
資
家
は
、
取
締
役
会
や

経
営
会
議
に
お
け
る
企
業
の
現
況
の
認
識
や
、
企
業
の

経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
の
内
容
の
理
解
に
必
要
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
財
務
情
報
だ
け
で
は
判
別
で

き
な
い
、
経
営
の
方
向
性
を
理
解
し
、
将
来
の
経
営
成

績
等
の
予
想
の
確
度
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　

特
に
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
い
て
、
企
業
の

経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
経
営
戦
略
を
遂

行
し
て
い
く
た
め
、
成
長
投
資
・
手
許
資
金
・
株
主
還

元
や
資
本
コ
ス
ト
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
か
や
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
ど
の

よ
う
な
今
後
の
経
営
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
か
が
適

切
に
開
示
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
際
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
い
て
、
た
と

え
ば
、
目
指
す
べ
き
財
務
内
容
の
方
向
性
や
姿
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
併
せ
て
記

載
す
る
こ
と
も
有
用
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
開

示
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
達
成
状
況
や
乖
離
の
要

因
等
に
つ
い
て
、
経
営
者
と
投
資
家
と
の
議
論
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
経
営
者
は
、
投
資
家
と

の
議
論
を
踏
ま
え
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
経
営
方

針
・
経
営
戦
略
等
を
適
時
適
切
に
見
直
し
、
そ
の
背
景

も
含
め
て
開
示
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
開
示
は
、
投
資
家
に
よ
る
適
切
な
投
資

判
断
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
投
資
家
と
企
業
と
の

建
設
的
な
対
話
を
よ
り
深
度
あ
る
も
の
と
し
、
対
話
を

経
て
、
よ
り
よ
い
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
が
確
立
さ

れ
る
と
い
う
好
循
環
を
も
た
ら
し
得
る
。

　

目
指
す
べ
き
財
務
の
方
向
性
や
姿
を
開
示
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
企
業
が
対
外
的
に
そ
の
方
向
性
や
姿
を

約
束
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
開
示
後
に
企
業
の
経

営
環
境
等
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
も
開
示
し
た
内
容

に
必
要
以
上
に
と
ら
わ
れ
、
結
果
と
し
て
、
経
営
の
柔

軟
性
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
存
在

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
開
示
す

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
結
果
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な

い
。
開
示
し
た
内
容
に
必
要
以
上
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
経
営
環
境
の
変
化
な
ど
、
そ
の
時
々
の
事
情
を

踏
ま
え
た
経
営
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
開
示
し
た

内
容
と
現
状
が
乖
離
し
た
場
合
に
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う

に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
し
、
投
資
家
と
対
話
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

① 　

記
述
情
報
に
取
締
役
会
や
経
営
会
議
の
議
論

を
反
映
す
る
た
め
、
経
営
者
は
、
開
示
書
類
作

成
の
早
期
か
ら
、
開
示
内
容
の
検
討
に
積
極
的

に
関
与
し
、
開
示
に
つ
い
て
の
方
針
を
社
内
に

示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

② 　

開
示
に
つ
い
て
、
経
営
企
画
、
財
務
、
法
務

等
の
複
数
の
部
署
が
関
与
す
る
企
業
で
は
、
各

部
署
に
お
い
て
取
締
役
会
や
経
営
会
議
の
議
論

に
基
づ
く
一
貫
し
た
開
示
資
料
の
作
成
を
可
能

と
す
る
た
め
、
担
当
役
員
が
各
部
署
を
統
括
す

る
な
ど
し
て
、
関
係
部
署
が
適
切
に
連
携
し
得

る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

①
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
け
る
議

論
の
反
映
と
は
、
会
議
の
形
式
的
な
名
称
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
実
質
的
に
経
営
に
関
す
る
意
思
決
定
が

行
わ
れ
る
機
関
に
お
け
る
議
論
を
反
映
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
一
二
）。
な
お
、
本
原
則

は
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
け
る
議
論
の
内
容
そ

の
も
の
の
記
載
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
（
注
一
三
）。

ⅱ　

重
要
な
情
報
の
開
示

（
原
則
）

　

記
述
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
各
企
業
に
お

い
て
、
重
要
性
（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）
と
い
う
評
価

軸
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

情
報
の
内
容
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
重
要
性
（
マ

テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）
の
観
点
が
重
要
で
あ
る
。
投
資
家
に
対

し
、
適
切
に
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
重
要
な
情

報
は
過
不
足
な
く
開
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

投
資
家
に
よ
る
適
切
な
投
資
判
断
を
可
能
と
す
る
と

い
う
記
述
情
報
の
役
割
を
踏
ま
え
れ
ば
、
記
述
情
報
の

開
示
の
重
要
性
は
、
投
資
家
の
投
資
判
断
に
と
っ
て
重

要
か
否
か
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
け
る
議
論
を
適
切

に
反
映
す
る
と
い
う
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原
則

を
踏
ま
え
る
と
、
経
営
者
の
視
点
に
よ
る
経
営
上
の
重

要
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

点
、
一
般
的
に
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
、
経

営
者
が
事
業
を
管
理
す
る
に
当
た
っ
て
重
要
と
考
え
る

情
報
は
、
業
績
や
将
来
の
収
益
等
を
評
価
す
る
投
資
家

に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
注
一

四
）、
重
要
性
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
経
営
者
の
視
点

に
よ
る
経
営
上
の
重
要
性
も
考
慮
し
た
多
角
的
な
検
討

を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

重
要
性
は
、
企
業
の
業
態
や
企
業
が
置
か
れ
た
時
々

の
経
営
環
境
等
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
、
記
述
情
報
の
開
示
に
当
た
っ
て
は
、

各
企
業
に
お
い
て
、
個
々
の
課
題
、
事
象
等
が
自
ら
の

企
業
価
値
や
業
績
等
に
与
え
る
重
要
性
に
応
じ
て
、
各

課
題
、
事
象
等
に
つ
い
て
の
説
明
の
順
序
、
分
量
（
濃

淡
）
等
を
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

① 　

記
述
情
報
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事

柄
が
企
業
価
値
や
業
績
等
に
与
え
る
影
響
度
を

考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま

た
、
企
業
の
将
来
に
関
す
る
情
報
の
重
要
性
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は
、
発
生
の
蓋
然
性
も
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

② 　

記
述
情
報
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
重
要
性

の
高
い
も
の
か
ら
順
に
記
載
す
る
な
ど
、
読
み

手
が
当
該
情
報
の
重
要
性
を
理
解
で
き
る
よ
う

な
工
夫
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③ 　

有
価
証
券
報
告
書
に
は
、
提
出
日
時
点
に
お

け
る
記
述
情
報
の
重
要
性
の
評
価
が
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
特
に
、
企
業
の
経
営
環

境
等
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
従
前
の
開

示
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
提
出
日
時
点
に
お
け

る
重
要
性
の
評
価
を
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

③
に
つ
い
て
、
開
示
府
令
上
、
た
と
え
ば
、
経
営
方

針
・
経
営
戦
略
等
に
つ
い
て
は
、
連
結
会
計
年
度
末
時

点
に
お
け
る
情
報
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

が
、
投
資
家
に
企
業
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に

提
供
す
る
た
め
に
、
提
出
日
時
点
に
お
け
る
重
要
性
の

評
価
を
反
映
し
た
記
載
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
る
（
注
一
五
）。

ⅲ　

セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の
情
報
の
開
示

（
原
則
）

　

記
述
情
報
は
、
投
資
家
に
対
し
て
企
業
全
体
を

経
営
者
の
目
線
で
理
解
し
得
る
情
報
を
提
供
す
る

た
め
に
、
適
切
な
区
分
で
開
示
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

企
業
経
営
の
多
角
化
が
進
む
中
、
企
業
全
体
に
関
す

る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
情
報
だ
け
で
は
、
投
資
家
が
経
営
者

と
同
じ
目
線
で
企
業
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
経
営
管
理
の
実
態
な
ど
に
応
じ

た
適
切
な
区
分
に
よ
り
深
度
あ
る
情
報
の
開
示
が
な
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
は
、
セ
グ
メ
ン
ト
分
析
・

開
示
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

の
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
効
率
化
、
ひ
い
て
は
資
本
効
率
の
向
上
の
観
点
か
ら

も
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
注
一
六
）。

　

適
切
な
区
分
に
よ
る
深
度
あ
る
情
報
の
開
示
は
、
投

資
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
お
け
る
事
業
の
状

況
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、
多
角
化
に
よ
り
経
営
者
が
ど
の
よ
う
な
シ
ナ
ジ
ー

効
果
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、
経
営
資
源
の
適

切
で
効
率
的
な
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た

点
に
つ
い
て
の
投
資
判
断
の
基
礎
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
際
、
投
資
家
が
企
業
の
事
業
選
択
の
適
切
性

を
理
解
で
き
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
事
業
を
選
択
し
て

い
る
か
、
各
事
業
を
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
、
不
採
算
事
業
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
等
も
含
め
て
説

明
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

　

適
切
な
区
分
ご
と
の
情
報
の
開
示
と
し
て
は
、

財
務
情
報
に
お
け
る
セ
グ
メ
ン
ト（
報
告
セ
グ
メ
ン

ト
）
ご
と
の
開
示
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
、

経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
の
説
明
に
適
し
た
区
分

（
例
え
ば
、
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
や
地
域
セ
グ
メ
ン
ト
）

ご
と
の
情
報
を
開
示
す
る
等
、
充
実
し
た
開
示
を

す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。

　

経
営
管
理
体
制
の
変
更
に
伴
い
、
報
告
セ
グ
メ
ン
ト

自
体
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
特
に
、
セ
グ

メ
ン
ト
が
頻
繁
に
変
更
さ
れ
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
投

資
家
に
よ
る
分
析
を
困
難
に
さ
せ
て
い
る
と
い
う
指
摘

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
過
去
の

開
示
内
容
と
の
比
較
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
、
変
更

内
容
を
記
載
し
た
上
で
、
変
更
の
影
響
に
つ
い
て
の
説

明
を
記
載
す
る
な
ど
、
投
資
家
に
対
し
て
わ
か
り
や
す

い
開
示
を
行
う
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

ⅳ　

分
か
り
や
す
い
開
示

（
原
則
）

　

記
述
情
報
の
開
示
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
意
味

内
容
を
容
易
に
、
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
く
記
載
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

投
資
家
に
よ
る
適
切
な
投
資
判
断
を
可
能
と
す
る
こ
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と
に
加
え
、
投
資
家
と
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
を
促

進
す
る
観
点
か
ら
も
、
記
述
情
報
は
、
投
資
家
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
い
か
た
ち
で
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
に
お
い
て
は
、
非
財
務
情
報
の
開
示

内
容
の
充
実
が
、
冗
長
な
情
報
の
羅
列
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
は
な
ら
ず
、
開
示
書
類
の
表
現
の
あ
り
方
に
つ

い
て
工
夫
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
注
一
七
）。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

① 　

記
述
情
報
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
内
容
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
、
図
表
、
グ
ラ
フ
、

写
真
等
の
補
足
的
な
ツ
ー
ル
を
用
い
た
り
、
前

年
か
ら
の
変
化
を
明
確
に
表
示
し
た
り
す
る
な

ど
、
投
資
家
の
分
か
り
や
す
さ
を
意
識
し
た
記

載
が
期
待
さ
れ
る
。

② 　

分
か
り
や
す
い
開
示
と
す
る
た
め
に
、
適
切

な
見
出
し
や
表
題
を
付
す
こ
と
や
、
関
連
す
る

情
報
を
整
理
し
て
記
載
す
る
こ
と
も
望
ま
し

い
。

③ 　

例
え
ば
、
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
等
と

い
っ
た
過
去
の
開
示
内
容
と
比
較
す
る
上
で
継

続
性
が
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
変
更
内
容
を
記
載
し
た
上
で
、
変

更
の
影
響
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
載
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

④ 　
「
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
」
と「
経
営
者
に

よ
る
財
政
状
態
、
経
営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
分
析
」
な
ど
、
関
連

性
の
あ
る
記
述
情
報
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

一
方
の
開
示
内
容
を
他
方
の
開
示
内
容
に
も
反

映
さ
せ
る
な
ど
、
記
載
を
相
互
に
関
連
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
の
企
業
の
理
解
に

資
す
る
記
載
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑤ 　

投
資
家
の
理
解
を
容
易
に
す
る
と
考
え
ら
れ

る
場
合
に
は
、
記
載
内
容
が
同
様
で
あ
る
又
は

重
複
す
る
項
目
に
つ
い
て
、
他
の
箇
所
を
参
照

す
る
旨
の
記
載
を
行
う
こ
と
も
有
用
で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
決
算
説
明
資
料
や
年
次
報
告
書
な

ど
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
図

表
、
グ
ラ
フ
、
写
真
等
を
有
価
証
券
報
告
書
に
取
り
入

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
有
価
証
券

報
告
書
に
記
載
す
べ
き
重
要
な
情
報
が
十
分
に
開
示
さ

れ
る
と
と
も
に
、
文
章
に
よ
る
説
明
に
つ
い
て
、
図
表
、

グ
ラ
フ
、
写
真
等
に
よ
り
適
切
に
補
足
さ
れ
る
よ
う
、

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

有
価
証
券
報
告
書
に
お
い
て
も
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の

提
出
書
類
フ
ァ
イ
ル
の
容
量
上
可
能
な
範
囲
内
で
あ
れ

ば
、
モ
ノ
ク
ロ
・
カ
ラ
ー
に
か
か
わ
ら
ず
、
図
表
等
の

補
足
的
な
ツ
ー
ル
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に

カ
ラ
ー
の
図
表
等
を
用
い
た
開
示
を
行
っ
て
い
る
企
業

も
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
積
極
的
な
活
用
が
望
ま

れ
る
。

　

ま
た
、
図
表
、
グ
ラ
フ
に
企
業
が
独
自
に
作
成
・
加

工
し
た
数
値
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
算
出
過
程

や
算
出
根
拠
も
併
せ
て
記
載
し
、
第
三
者
が
作
成
し
た

図
表
、
グ
ラ
フ
、
写
真
等
を
用
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

出
典
も
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

２　

各
論

⑴　

経
営
方
針
、
経
営
環
境
及
び
対
処
す
べ
き
課
題
等

ⅰ　

経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等

〔
法
令
上
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
〕（
注
一

八
）

　

経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
の
記
載
に
お
い
て

は
、
経
営
環
境
（
例
え
ば
、
企
業
構
造
、
事
業
を
行

う
市
場
の
状
況
、
競
合
他
社
と
の
競
争
優
位
性
、
主
要

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
顧
客
基
盤
、
販
売
網
等
）

に
つ
い
て
の
経
営
者
の
認
識
の
説
明
を
含
め
、
企

業
の
事
業
の
内
容
と
関
連
付
け
て
記
載
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
は
、
企
業
が
そ
の
事
業
目

的
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
に
中

長
期
的
に
企
業
価
値
を
向
上
す
る
か
を
説
明
す
る
も
の

で
あ
る
。
財
務
情
報
か
ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
情
報

で
あ
っ
て
、
投
資
家
が
経
営
者
の
視
点
か
ら
企
業
を
理

解
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
記
述
情
報
の

役
割
を
踏
ま
え
れ
ば
、
経
営
者
が
将
来
に
向
か
っ
て
ど

の
よ
う
な
経
営
戦
略
に
基
づ
い
て
経
営
を
行
っ
て
い
く
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か
は
、
記
述
情
報
の
中
で
も
中
核
的
な
情
報
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
に
つ
い
て
は
、
投
資

家
が
そ
の
妥
当
性
や
実
現
可
能
性
を
判
断
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
企
業
活
動
の
中
長
期
的
な
方
向
性
の
ほ

か
、
そ
の
遂
行
の
た
め
に
行
う
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
も
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
経
営
方

針
・
経
営
戦
略
等
に
つ
い
て
は
、
背
景
と
な
る
経
営
環

境
に
つ
い
て
の
経
営
者
の
認
識
が
併
せ
て
説
明
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
投
資
家
は
、
当
該
認
識

の
妥
当
性
や
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
の
実
現
可
能

性
を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
は
、

企
業
が
定
め
て
い
る
場
合
に
は
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
が
、
本
年
一
月
の
開
示
府
令
の
改
正
に
よ
り
、

す
べ
て
の
企
業
が
記
載
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

① 　

経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
は
、
記
述
情
報
の

中
で
も
特
に
経
営
判
断
の
根
幹
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
開
示
に
当
た
っ
て
は
、

　

・ 　

経
営
者
が
作
成
の
早
期
の
段
階
か
ら
適
切

に
関
与
す
る
こ
と

　

・ 　

取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
け
る
議
論
を

適
切
に
反
映
す
る
こ
と

　

が
期
待
さ
れ
る
。

② 　

経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
に
つ
い
て
は
、
事

業
全
体
の
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
と
併
せ

て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
各
セ
グ
メ
ン
ト
の
経

営
方
針
・
経
営
戦
略
等
を
開
示
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
セ
グ
メ
ン
ト
の
記
載
に
当
た
っ
て

は
、
各
セ
グ
メ
ン
ト
に
お
け
る
具
体
的
な
方
策

の
遂
行
に
向
け
、
資
金
を
含
め
た
経
営
資
源
が

ど
の
よ
う
に
配
分
・
投
入
さ
れ
る
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③ 　

経
営
環
境
（
例
え
ば
、
企
業
構
造
、
事
業
を
行

う
市
場
の
状
況
、
競
合
他
社
と
の
競
争
優
位
性
、
主

要
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
顧
客
基
盤
、
販
売
網

等
）
に
つ
い
て
の
経
営
者
の
認
識
の
説
明
に
お

い
て
は
、
投
資
家
が
セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の
経
営

方
針
・
経
営
戦
略
等
を
適
切
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
各
セ
グ
メ
ン
ト
に
固
有
の
経

営
環
境
に
つ
い
て
の
経
営
者
の
認
識
も
併
せ
て

説
明
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
経
営
者
の
関
与
の
観
点
か
ら
、
年

次
報
告
書
な
ど
他
の
開
示
書
類
に
お
い
て
、
経
営
者
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
、
こ
れ
を
有
価

証
券
報
告
書
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
統
合
報
告
書
等
に
お
け
る
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
経
営
者
の
視
点
で
経
営

計
画
の
進
捗
や
業
績
の
状
況
を
振
り
返
り
、
足
許
お
よ

び
今
後
の
経
営
環
境
、
そ
れ
ら
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
経

営
上
の
課
題
に
つ
い
て
の
経
営
者
の
認
識
を
示
し
た
上

で
、
今
後
の
経
営
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
立
案
し
遂
行
す

る
か
に
つ
い
て
端
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
例
も
み
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
記
載
は
、
有
価
証
券
報
告
書
の
経
営

方
針
・
経
営
戦
略
等
の
項
目
等
に
も
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
経
営
方
針
・
経
営
戦

略
等
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
有
価
証
券
報
告
書
に
記

載
す
べ
き
要
素
が
適
切
か
つ
十
分
に
含
ま
れ
る
よ
う
、

記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

あ
る
企
業
の
統
合
報
告
書
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

は
、
経
営
戦
略
が
一
四
頁
（
一
万
字
超
）
に
わ
た
っ
て
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
素
案
を
書
き
、

各
部
署
で
の
調
整
を
反
映
し
た
後
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
そ
の
内

容
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
決
算
発
表
後
に
受

け
た
投
資
家
や
ア
ナ
リ
ス
ト
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

を
踏
ま
え
、
株
主
還
元
等
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
関
心
事
項

に
応
え
る
べ
く
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
自
身
で
手
直
し
し
た
も
の
と

も
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
経
営
者
が
積
極
的
に
関

与
し
た
開
示
は
、
投
資
家
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

同
様
の
開
示
が
、
有
価
証
券
報
告
書
の
経
営
方
針
・
経

営
戦
略
等
の
項
目
等
に
お
い
て
も
進
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
け
る
議
論
を
反

映
す
る
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
会
議
に
お
い
て
議
論

さ
れ
た
中
期
経
営
計
画
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
経
営

方
針
・
経
営
戦
略
等
の
遂
行
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策

の
記
載
に
当
た
り
、
中
期
経
営
計
画
を
活
用
す
る
こ
と

も
有
用
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
単
な
る
中
期
経
営
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計
画
の
引
用
で
は
な
く
、
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
状
況

や
中
期
経
営
計
画
策
定
後
の
経
営
環
境
の
変
化
等
も
踏

ま
え
、
開
示
時
点
に
お
け
る
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等

が
適
切
に
開
示
さ
れ
る
よ
う
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
開
示
府
令
で
は
、
経
営
者
に
よ
る

財
政
状
態
、
経
営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の

状
況
の
分
析
（M

anagem
ent D

iscussion and A
nalysis :

Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
）
の
項
目
に
つ
い
て
、
事
業
全
体
に
加
え
て

セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の
財
務
分
析
の
記
載
が
明
確
に
求
め

ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
の
項

目
に
つ
い
て
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
部
企
業
の
開
示
に
つ
い
て
、
経
営
者
に
よ
る
事

業
環
境
の
説
明
や
、
地
域
・
部
門
ご
と
の
セ
グ
メ
ン
ト

情
報
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
る
と
の
海
外
機
関
投

資
家
の
意
見
も
あ
る
中
、
特
に
、
複
数
の
セ
グ
メ
ン
ト

が
存
在
す
る
企
業
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
だ
け
で
な

く
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
に
つ
い
て
も
、
セ
グ
メ
ン

ト
ご
と
の
情
報
を
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
を
記

載
す
る
場
合
に
は
、
⃝ⅰ
事
業
全
体
の
経
営
方
針
・
経
営

戦
略
等
と
併
せ
て
記
載
す
る
方
式
、
⃝ⅱ
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
と
と

も
に
記
載
す
る
方
式
、
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い

ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
セ
グ
メ
ン
ト
が
事
業
全
体

に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
よ

う
に
、
事
業
全
体
の
収
益
構
造
と
も
関
連
づ
け
て
記
載

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
経
営
環
境
に
つ
い
て
、
経
営
者
が

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

示
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
事
業
を
行
う
市
場

の
状
況
や
競
合
他
社
と
の
競
争
優
位
性
の
説
明
に
お
い

て
は
、
一
部
企
業
の
年
次
報
告
書
な
ど
で
み
ら
れ
る
よ

う
な
、
自
社
の
弱
み
や
課
題
、
経
営
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
た
自
社
に
と
っ
て
の
機
会
や
リ
ス
ク
に
関
す
る
経

営
者
の
認
識
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
経
営
方
針
・
経
営

戦
略
等
も
含
め
て
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
統
合

報
告
書
等
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
よ
う
な
観
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

ⅱ　

優
先
的
に
対
処
す
べ
き
事
業
上
及
び
財
務
上
の

課
題

〔
法
令
上
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
〕

　

優
先
的
に
対
処
す
べ
き
事
業
上
及
び
財
務
上
の

課
題
の
開
示
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
・
対
処
方

針
等
を
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
と
関
連
付
け
て

具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

優
先
的
に
対
処
す
べ
き
事
業
上
及
び
財
務
上
の
課
題

は
、
事
業
を
行
う
市
場
の
構
造
的
変
化
や
、
事
業
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
法
令
・
制
度
の
改
変
な
ど
、
経
営

成
績
等
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
経

営
者
が
認
識
し
て
い
る
事
柄
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

優
先
的
に
対
処
す
べ
き
事
業
上
及
び
財
務
上
の
課
題

の
開
示
に
よ
り
、
投
資
家
は
、
経
営
者
に
よ
る
課
題
認

識
の
適
切
性
や
十
分
性
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
の

実
現
可
能
性
を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

① 　

優
先
的
に
対
処
す
べ
き
事
業
上
及
び
財
務
上

の
課
題
の
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
課
題
の

重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
経
営
方
針
・

経
営
戦
略
等
と
の
関
連
性
の
程
度
や
、
重
要
性

の
判
断
等
を
踏
ま
え
て
記
載
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

② 　

優
先
的
に
対
処
す
べ
き
事
業
上
及
び
財
務
上

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
当
該
課
題
決
定
の
背
景

と
な
る
経
営
環
境
に
つ
い
て
の
経
営
者
の
認
識

を
説
明
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ⅲ　

経
営
上
の
目
標
の
達
成
状
況
を
判
断
す
る
た
め

の
客
観
的
な
指
標
等

〔
法
令
上
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
〕

　

経
営
上
の
目
標
の
達
成
状
況
を
判
断
す
る
た
め

の
客
観
的
な
指
標
等
（
い
わ
ゆ
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
開
示
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

経
営
上
の
目
標
の
達
成
状
況
を
判
断
す
る
た
め
の
客

観
的
な
指
標
等
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
に
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
な
ど
の
財
務
上
の
指
標
（
い
わ
ゆ
る
財
務
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の

ほ
か
、
契
約
率
等
の
非
財
務
指
標
（
い
わ
ゆ
る
非
財
務
Ｋ



商事法務No.2196 2019. 4.15

─ 22 ─

Ｐ
Ｉ
）
も
含
ま
れ
る
。
開
示
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
は

経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
に
応
じ
て
設
定
し
て
い
る
Ｋ

Ｐ
Ｉ
を
開
示
に
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
開
示
は
、
投
資
家
が
企
業
の
経
営
方
針
・

経
営
戦
略
等
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
が

開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等

の
進
捗
状
況
や
、
実
現
可
能
性
の
評
価
等
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
内

容
と
し
て
、
目
標
の
達
成
度
合
い
を
測
定
す
る
指

標
、
算
出
方
法
、
な
ぜ
そ
の
指
標
を
利
用
す
る
の

か
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
合
理
的
な
検
討
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
た
経

営
計
画
等
の
具
体
的
な
目
標
数
値
を
記
載
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
セ
グ
メ
ン
ト
別
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
も
開
示
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

合
理
的
な
検
討
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
た
経
営
計
画

等
の
具
体
的
な
目
標
数
値
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
有

価
証
券
報
告
書
提
出
日
現
在
に
お
い
て
予
測
で
き
る
事

情
等
を
基
礎
と
し
た
合
理
的
な
判
断
に
基
づ
く
も
の
を

記
載
す
べ
き
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
記
述
情
報
に
よ

る
補
足
も
含
め
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

事
業
等
の
リ
ス
ク

〔
法
令
上
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
〕

　

事
業
等
の
リ
ス
ク
の
開
示
に
お
い
て
は
、
企
業

の
財
政
状
態
、
経
営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
の
状
況
等
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
経
営
者
が
認
識
し
て
い
る
主
要
な
リ
ス

ク
に
つ
い
て
、
当
該
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
可
能

性
の
程
度
や
時
期
、
当
該
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た

場
合
に
経
営
成
績
等
の
状
況
に
与
え
る
影
響
の
内

容
、
当
該
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
を
記
載
す
る
な

ど
、
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
開
示
に
当
た
っ
て
は
、
リ
ス
ク
の
重

要
性
や
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
と
の
関
連
性
の

程
度
を
考
慮
し
て
、
分
か
り
や
す
く
記
載
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

事
業
等
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
本
年
一
月
の
開
示

府
令
の
改
正
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
以
後

に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
か

ら
、
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
の
程
度
や
時
期
、

リ
ス
ク
が
事
業
へ
与
え
る
影
響
の
内
容
、
リ
ス
ク
へ
の

対
応
策
の
記
載
が
必
要
と
な
る
。

　

事
業
等
の
リ
ス
ク
は
、
翌
期
以
降
の
事
業
運
営
に
影

響
を
及
ぼ
し
得
る
リ
ス
ク
の
う
ち
、
経
営
者
の
視
点
か

ら
重
要
と
考
え
る
も
の
を
そ
の
重
要
度
に
応
じ
て
説
明

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

① 　

事
業
等
の
リ
ス
ク
の
開
示
に
お
い
て
は
、
一

般
的
な
リ
ス
ク
の
羅
列
で
は
な
く
、
財
政
状

態
、
経
営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の

状
況
の
異
常
な
変
動
、
特
定
の
取
引
先
・
製

品
・
技
術
等
へ
の
依
存
、
特
有
の
法
的
規
制
・

取
引
慣
行
・
経
営
方
針
、
重
要
な
訴
訟
事
件
等

の
発
生
、
役
員
・
大
株
主
・
関
係
会
社
等
に
関

す
る
重
要
事
項
等
、
投
資
家
の
判
断
に
重
要
な

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
事
項
を
具
体
的

に
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、

取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
リ
ス

ク
が
企
業
の
将
来
の
経
営
成
績
等
に
与
え
る
影

響
の
程
度
や
発
生
の
蓋
然
性
に
応
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
リ
ス
ク
の
重
要
性
（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）

を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

投
資
家
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
説
明
を
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

② 　

リ
ス
ク
の
記
載
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
時
々

の
経
営
環
境
に
応
じ
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略

等
と
の
関
連
性
の
程
度
等
を
踏
ま
え
、
取
締
役

会
や
経
営
会
議
に
お
け
る
重
要
度
の
判
断
を
反

映
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③ 　

ま
た
、
リ
ス
ク
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
リ
ス

ク
管
理
上
用
い
て
い
る
区
分
（
例
え
ば
、
市
場
リ
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ス
ク
、
品
質
リ
ス
ク
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
リ
ス
ク

な
ど
）
に
応
じ
た
記
載
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
企
業
は
、
事
業
を
行
う
上
で
、
市

場
リ
ス
ク
や
品
質
リ
ス
ク
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
リ
ス

ク
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
業
等
の
リ
ス
ク
の
開
示
に
お
い
て
は
、
一
般

的
な
リ
ス
ク
の
概
要
の
説
明
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、

自
社
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
投
資
家
の
投
資
判
断
に
重
要
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
リ
ス
ク

が
顕
在
化
す
る
可
能
性
の
程
度
や
時
期
、影
響
の
内
容
、

対
応
策
等
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

た
と
え
ば
、
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、「
主

要
市
場
に
お
け
る
政
治
情
勢
や
経
済
情
勢
は
、
将
来
の

業
績
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と

い
っ
た
抽
象
的
な
記
載
で
は
な
く
、
米
中
の
貿
易
競
争

や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
い
っ
た
具
体
的
な
リ
ス
ク
要
因

が
、
個
別
の
事
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る

の
か
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
と
関
連
づ
け
て
具
体

的
に
記
載
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
の
記
載
の
順
序
に
つ
い
て

は
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
に
お
け
る
重
要
度
の
判
断

を
反
映
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス

ク
要
因
が
存
在
し
て
い
る
か
に
加
え
、
経
営
者
が
個
々

の
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
管
理
し
て
い
る
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
記
載
さ
れ
る
こ
と

は
、
投
資
家
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

リ
ス
ク
を
把
握
し
、
管
理
す
る
体
制
・
枠
組
み
を
構
築

し
て
い
る
企
業
に
お
い
て
、
当
該
体
制
・
枠
組
み
に
お

け
る
リ
ス
ク
管
理
の
過
程
に
お
い
て
各
リ
ス
ク
の
重
要

度
が
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
体

制
・
枠
組
み
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
こ
れ
に
よ
り
、
リ
ス
ク
の
重
要
度
の
判
断
の
過
程

に
つ
い
て
の
投
資
家
の
理
解
が
深
ま
り
、
企
業
と
の
対

話
が
促
進
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
事
業
等
の
リ
ス
ク
の
具
体
的
な
開
示
に
つ
い

て
は
、
開
示
府
令
の
改
正
に
係
る
意
見
募
集
手
続
に
お

い
て
、「
発
行
者
の
提
出
時
の
認
識
に
基
づ
き
リ
ス
ク

が
顕
在
化
す
る
可
能
性
の
程
度
や
時
期
、
影
響
の
内
容

を
記
載
し
た
が
、
結
果
が
異
な
っ
た
場
合
に
、
虚
偽
記

載
に
な
ら
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
仮
に
、
虚
偽

記
載
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
リ
ス
ク
の

記
載
は
保
守
的
か
つ
抽
象
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」

と
い
っ
た
内
容
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
金
融
庁
は
、「
事
業
等
の
リ
ス
ク
の

記
載
は
、
将
来
の
不
確
実
な
全
て
の
事
象
に
関
す
る
正

確
な
予
想
の
提
供
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
…
…
リ

ス
ク
の
記
載
が
虚
偽
記
載
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
個

別
に
判
断
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
提
出
日
現
在

に
お
い
て
、
経
営
者
が
企
業
の
経
営
成
績
等
の
状
況
に

重
要
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
主
要
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
一
般
に
合
理
的
と
考
え

ら
れ
る
範
囲
で
具
体
的
な
説
明
が
さ
れ
て
い
た
場
合
、

提
出
後
に
事
情
が
変
化
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
虚
偽
記

載
の
責
任
を
問
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
方
、
提
出
日
現
在
に
お
い
て
、
経
営
者
が
企
業

の
経
営
成
績
等
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
主
要
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て

敢
え
て
記
載
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
虚
偽
記
載
に
該
当

す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
回
答
し

て
い
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
（
注
一
九
）。

⑶　

経
営
者
に
よ
る
財
政
状
態
、
経
営
成
績
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
分
析
（
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
）

ⅰ　

Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
に
共
通
す
る
事
項

〔
法
令
上
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
〕

　

経
営
者
に
よ
る
財
政
状
態
、
経
営
成
績
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー（
経
営
成
績
等
）
の
状
況
の

分
析
の
開
示
に
お
い
て
は
、
経
営
者
の
視
点
に
よ

る
当
該
経
営
成
績
等
の
状
況
に
関
す
る
分
析
・
検

討
内
容
を
具
体
的
に
、
か
つ
、
分
か
り
や
す
く
記

載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
事

業
全
体
及
び
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
に
記
載
さ
れ
た
区

分
ご
と
に
、
経
営
者
の
視
点
に
よ
る
認
識
及
び
分

析
・
検
討
内
容
（
例
え
ば
、
経
営
成
績
に
重
要
な
影

響
を
与
え
る
要
因
に
つ
い
て
の
分
析
）
を
、
経
営
方

針
・
経
営
戦
略
等
の
内
容
の
ほ
か
、
有
価
証
券
報

告
書
に
記
載
し
た
他
の
項
目
の
内
容
と
関
連
付
け

て
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
は
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
に
従
っ
て
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事
業
を
営
ん
だ
結
果
で
あ
る
当
期
の
経
営
成
績
等
の
状

況
に
つ
い
て
、
経
営
者
の
視
点
に
よ
る
振
返
り
を
行

い
、
経
営
成
績
等
の
増
減
要
因
等
に
つ
い
て
の
分
析
・

検
討
内
容
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
の
開
示
に
よ
り
、
投
資
家
は
、
企
業
が
策

定
し
た
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
の
適
切
性
を
確
認
す

る
こ
と
や
、
経
営
者
が
認
識
し
て
い
る
足
許
の
傾
向
を

踏
ま
え
、
将
来
の
経
営
成
績
等
の
予
想
の
確
度
を
よ
り

高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

① 　

Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
に
お
い
て
は
、
単
に
財
務
情
報
の

数
値
の
増
減
を
説
明
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事

業
全
体
と
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、

　

・　

当
期
に
お
け
る
主
な
取
組
み

　

・　

当
期
の
実
績

　

・ 　

増
減
の
背
景
や
原
因
に
つ
い
て
の
深
度
あ

る
分
析

　

・ 　

そ
の
他
、
当
期
の
業
績
に
特
に
影
響
を
与

え
た
事
象

　

 

に
つ
い
て
、
認
識
し
て
い
る
足
許
の
傾
向
も
含

め
て
、
経
営
者
の
評
価
を
提
供
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

② 　

Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
に
お
い
て
、
当
期
に
お
け
る
主
な

取
組
み
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
実
績
の
評
価
を
開

示
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
が
設
定
し
た
Ｋ

Ｐ
Ｉ
と
関
連
付
け
た
開
示
を
行
う
こ
と
が
望
ま

し
い
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
関
連
し
て
目
標
数
値
が
設
定

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
達
成
状
況
を
記

載
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
は
、
単
に
過
去
の
分
析

を
行
う
だ
け
で
な
く
、
認
識
し
て
い
る
足
許
の
傾
向
も

含
め
て
、
経
営
者
の
評
価
を
提
供
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
（
注
二
〇
）。

ⅱ　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
分
析
・
検
討

内
容
並
び
に
資
本
の
財
源
及
び
資
金
の
流
動
性
に

係
る
情
報

〔
法
令
上
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
〕

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
分
析
・
検
討

内
容
、
資
本
の
財
源
及
び
資
金
の
流
動
性
に
係
る

情
報
の
開
示
に
お
い
て
は
、
資
金
調
達
の
方
法
及

び
状
況
並
び
に
資
金
の
主
要
な
使
途
を
含
む
資
金

需
要
の
動
向
に
つ
い
て
の
経
営
者
の
認
識
を
含
め

て
記
載
す
る
な
ど
、
具
体
的
に
、
か
つ
、
分
か
り

や
す
く
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

企
業
経
営
に
お
い
て
は
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等

を
遂
行
す
る
た
め
、
そ
の
資
産
の
最
大
限
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
分

析
・
検
討
内
容
並
び
に
資
本
の
財
源
及
び
資
金
の
流
動

性
に
係
る
情
報
の
開
示
に
お
い
て
は
、
経
営
方
針
・
経

営
戦
略
等
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
資
金
需
要

や
、
そ
れ
を
賄
う
資
金
調
達
方
法
、
さ
ら
に
は
株
主
還

元
を
含
め
、
経
営
者
と
し
て
の
認
識
を
適
切
に
説
明
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
説
明
に
よ
り
、
投
資
家
は
、
企
業
が
経

営
方
針
・
経
営
戦
略
等
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
の
財

源
の
十
分
性
や
、
企
業
の
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
の

実
現
可
能
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
前
記
の
情
報
の
開
示
に
よ
り
、
投
資
家
は
、
成
長

投
資
、
手
許
資
金
、
株
主
還
元
の
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る

経
営
者
の
考
え
方
や
、
企
業
の
資
本
コ
ス
ト
に
関
す
る

経
営
者
の
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

前
記
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
望
ま
し
い
開
示
に

向
け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

（
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
）

① 　

資
金
需
要
の
動
向
に
関
す
る
経
営
者
の
認
識

の
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
が
得
た
資
金
を

ど
の
よ
う
に
成
長
投
資
、
手
許
資
金
、
株
主
還

元
に
振
り
分
け
る
か
に
つ
い
て
、
経
営
者
の
考

え
方
を
記
載
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。

② 　

成
長
投
資
へ
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
経
営
方

針
・
経
営
戦
略
等
と
関
連
付
け
て
、
設
備
投
資

や
研
究
開
発
費
を
含
め
て
、
説
明
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

③ 　

株
主
還
元
へ
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
目
標
と

す
る
水
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ
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も
含
め
、
考
え
方
を
説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
そ
の
際
、
配
当
政
策
な
ど
、
他
の
関
連
す

る
開
示
項
目
と
関
連
付
け
て
説
明
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

④ 　

緊
急
の
資
金
需
要
の
た
め
に
保
有
す
る
金
額

の
水
準
（
例
え
ば
、
月
商
○
か
月
分
な
ど
）
と
そ

の
考
え
方
を
明
示
す
る
な
ど
、
現
金
及
び
現
金

同
等
物
の
保
有
の
必
要
性
に
つ
い
て
投
資
家
が

理
解
で
き
る
適
切
な
説
明
を
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

⑤ 　

資
金
調
達
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
資
金
需
要

を
充
た
す
た
め
の
資
金
が
営
業
活
動
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
の
か
、
銀
行
借
入
、
社
債
発
行
や
株

式
発
行
等
に
よ
る
調
達
が
必
要
な
の
か
を
具
体

的
に
記
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

資
金
調
達
に
つ
い
て
の
方
針
（
例
え
ば
、
Ｄ
Ｅ
レ

シ
オ
（
注
二
一
））
を
定
め
て
い
る
場
合
に
は
、

併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。

⑥ 　

資
本
コ
ス
ト
に
関
す
る
企
業
の
定
義
や
考
え

方
に
つ
い
て
、
上
記
の
内
容
と
と
も
に
説
明
す

る
こ
と
も
有
用
で
あ
る
。

　

前
記
の
経
営
戦
略
を
遂
行
す
る
た
め
の
財
務
戦
略
の

記
載
に
つ
い
て
は
、
統
合
報
告
書
等
に
お
け
る
Ｃ
Ｆ
Ｏ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
参
考
に
な
り
得
る
。
有
価
証
券
報
告
書

に
お
い
て
も
、
経
営
戦
略
と
関
連
づ
け
た
財
務
戦
略
に

つ
い
て
の
わ
か
り
や
す
い
開
示
が
進
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
等
の
説
明
に

つ
い
て
は
、
企
業
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
考
え
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、
貸
借
対
照
表
を
踏
ま

え
た
記
載
方
法
も
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
フ
リ
ー
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
焦
点
を
当
て
た
記
載
方
法
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
財
務
情
報
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
の
個
別
の
記
載
項
目
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
の
総
額
お
よ
び

主
な
内
訳
な
ら
び
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
総
額
お

よ
び
主
な
内
訳
（
設
備
投
資
、
研
究
開
発
費
、
Ｍ
＆
Ａ
等

の
成
長
投
資
、
株
主
還
元
）
を
記
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

ⅲ　

重
要
な
会
計
上
の
見
積
り
及
び
当
該
見
積
り
に

用
い
た
仮
定

〔
法
令
上
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
〕

　

財
務
諸
表
の
作
成
に
当
た
っ
て
用
い
た
会
計
上

の
見
積
り
及
び
当
該
見
積
り
に
用
い
た
仮
定
の
う

ち
、
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
見
積
り
及
び

当
該
仮
定
の
不
確
実
性
の
内
容
や
そ
の
変
動
に
よ

り
経
営
成
績
等
に
生
じ
る
影
響
な
ど
、
会
計
方
針

を
補
足
す
る
情
報
を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

重
要
な
会
計
上
の
見
積
り
及
び
当
該
見
積
り
に
用
い

た
仮
定
に
つ
い
て
も
、
本
年
一
月
の
開
示
府
令
の
改
正

に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
以
後
に
終
了
す
る

事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
か
ら
、
記
載
が
必

要
と
な
る
。

　

重
要
な
会
計
上
の
見
積
り
及
び
当
該
見
積
り
に
用
い

た
仮
定
に
つ
い
て
は
、
実
績
が
乖
離
す
る
こ
と
に
よ

り
、
企
業
の
業
績
に
予
期
せ
ぬ
影
響
が
発
生
す
る
リ
ス

ク
が
あ
る
。
会
計
基
準
に
お
け
る
見
積
り
要
素
の
増
大

が
指
摘
さ
れ
る
中
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た

め
、
重
要
な
会
計
上
の
見
積
り
及
び
当
該
見
積
り
に
用

い
た
仮
定
に
つ
い
て
、
充
実
し
た
開
示
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

重
要
な
会
計
上
の
見
積
り
及
び
当
該
見
積
り
に
用
い

た
仮
定
に
関
し
て
、
経
営
者
が
ど
の
よ
う
な
前
提
を
置

い
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
経
営
判
断
に
直
結
す
る

事
柄
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
重
要
な
会
計
上
の
見
積
り

及
び
当
該
見
積
り
に
用
い
た
仮
定
に
つ
い
て
は
、
経
営

者
が
関
与
し
て
開
示
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ

る
。

　

会
計
上
の
見
積
り
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
国
際
会
計

基
準
（
以
下
「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
」
と
い
う
）
で
は
、
財
務
諸
表

の
注
記
と
し
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
旨
の
定
め
が
存

在
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
企
業
に
お
い
て
は
財
務

情
報
と
し
て
開
示
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
米
国
会
計
基

準
で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
よ
う
に
財
務
諸
表
の
注
記
に
関

す
る
定
め
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
Ｍ

Ｄ
＆
Ａ
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
注
二
二
）
に
お
い
て
、

会
計
上
の
見
積
り
等
の
開
示
に
関
す
る
指
針
が
あ
る
た

め
、
米
国
会
計
基
準
の
適
用
企
業
に
お
い
て
は
、
非
財

務
情
報
と
し
て
の
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
で
開
示
が
な
さ
れ
て
い
る

例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
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他
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
企
業
会
計
基
準
委
員

会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
開
示
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
会
計
基
準
の
開
発
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
（
注
二
三
）
も
の
の
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
の
よ
う
な
会
計
上
の
見
積
り
等
の
開
示
に
関
す
る

会
計
基
準
な
ど
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
米
国

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
よ
う
な

指
針
も
存
在
し
な
い
た
め
、
わ
が
国
の
会
計
基
準
を
適

用
し
て
い
る
企
業
に
お
い
て
は
、
十
分
な
開
示
が
な
さ

れ
て
い
る
企
業
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
会
計
上
の
見
積
り
等
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
背
景
を
踏
ま
え
、
有
価
証
券
報
告
書
の
Ｍ

Ｄ
＆
Ａ
に
お
い
て
、
会
計
上
の
見
積
り
等
の
記
載
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
投
資
家
の
企
業
の
経
営
成
績
等
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
り
、
企
業
と
の
対
話
が
さ
ら
に
促
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
す
で
に
財
務
諸
表
の
注
記
に
お
い
て
会
計
上

の
見
積
り
に
関
し
て
記
載
す
べ
き
事
項
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
開
示
し
て
い
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
企
業
に
お
い
て

は
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
当
該
注
記
に
記
載
し
た
事
項
の
記
載
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
企
業
に
お

い
て
も
、
会
計
上
の
見
積
り
等
に
関
す
る
開
示
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
な
い
例
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
い
ま

一
度
、
記
載
内
容
が
開
示
府
令
の
規
定
内
容
を
満
た
し

て
い
る
か
を
確
認
し
、
不
足
が
あ
る
場
合
に
は
、
Ｍ
Ｄ

＆
Ａ
ま
た
は
財
務
諸
表
の
注
記
の
い
ず
れ
か
に
追
記
す

る
必
要
が
あ
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

五　

好
事
例
集
の
位
置
づ
け
お
よ
び
内
容

　

Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
開
示
内
容
の

充
実
を
図
る
上
で
は
、
開
示
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
プ
リ

ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
整
備
に
加
え
、
適

切
な
開
示
実
務
の
積
上
げ
を
図
る
取
組
み
も
必
要
と
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
金
融
庁
で
は
、
一
部
企
業
の
好

事
例
を
企
業
全
体
に
拡
げ
る
た
め
、
投
資
家
・
ア
ナ
リ

ス
ト
お
よ
び
企
業
か
ら
な
る
勉
強
会
を
設
置
し
、
実
際

の
開
示
の
好
事
例
を
収
集
し
、
好
事
例
集
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
（
図
表
３
）。

　

勉
強
会
に
お
い
て
は
、
投
資
家
か
ら
は
望
ま
し
い
開

示
に
関
す
る
意
見
や
実
例
の
紹
介
が
あ
り
、
企
業
か
ら

は
開
示
書
類
作
成
に
当
た
り
行
っ
て
い
る
創
意
工
夫
の

紹
介
や
、
実
状
や
悩
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。
勉
強
会
に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
紹

介
の
あ
っ
た
取
組
み
の
一
部
は
、
本
原
則
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　

好
事
例
集
の
章
立
て
は
、
本
原
則
各
論
の
項
目
と
対

応
し
て
い
る
た
め
、
本
原
則
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る

考
え
方
や
望
ま
し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み
に
対
応
し

た
開
示
の
具
体
例
と
し
て
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
両
者
を
併
せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
両
者
に

つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

好
事
例
集
で
は
、
各
開
示
例
に
つ
い
て
、
好
事
例
と

し
て
着
目
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
本
原
則
に
対
応
す
る
か
た

ち
で
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

好
事
例
集
に
は
、
有
価
証
券
報
告
書
に
お
け
る
開
示

例
に
加
え
、
任
意
の
開
示
書
類
（
統
合
報
告
書
な
ど
）
に

お
け
る
開
示
例
の
う
ち
有
価
証
券
報
告
書
に
お
け
る
開

示
の
参
考
に
な
り
得
る
も
の
も
含
め
て
い
る
。
任
意
の

開
示
書
類
に
お
け
る
開
示
例
は
、
そ
の
す
べ
て
を
そ
の

ま
ま
有
価
証
券
報
告
書
に
お
け
る
開
示
に
取
り
込
む
こ

と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
開
示
例
に
付
し
た

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
、
当
該
開
示
例
の
要
素
を
抽
出
し

て
文
章
化
す
る
な
ど
工
夫
し
て
有
価
証
券
報
告
書
に
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
有
価
証
券
報
告
書
に
お
け
る

記
述
情
報
の
記
載
が
充
実
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　

今
後
、
金
融
庁
で
は
、
好
事
例
の
浸
透
に
よ
り
、
新

た
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
好
事
例
を
、
必
要
に
応
じ
て
本

原
則
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
開
示
内
容
全
体
の
レ
ベ
ル
が
継
続
的
に
向
上
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

六　

お
わ
り
に

　

記
述
情
報
の
充
実
に
係
る
開
示
府
令
の
規
定
の
適
用

ま
で
は
、
ま
だ
一
年
あ
ま
り
時
間
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
経
営
者
の
積
極
的
な
関
与
の
下
、
経
営
方
針
・

経
営
戦
略
等
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
、
リ
ス
ク
情
報
等
の
記
載
に

つ
い
て
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
の
議
論
を
適
切
に
反

映
し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
に
よ
っ
て
は
、
開
示
に

対
す
る
取
り
組
み
方
を
大
き
く
変
更
す
る
必
要
も
出
て

く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
今
般
公
表
し
た
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本
原
則
お
よ
び
好
事
例
集
も
参
考
に
、
現

在
の
開
示
へ
の
取
組
み
を
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
の
拡
が
り

に
よ
り
、
投
資
家
に
対
し
て
よ
り
充
実
し

た
企
業
情
報
が
開
示
・
提
供
さ
れ
、
資
本

市
場
の
機
能
の
よ
り
適
切
な
発
揮
を
通

じ
、
企
業
価
値
の
向
上
と
収
益
向
上
の
果

実
を
家
計
に
も
た
ら
し
て
い
く
と
い
う
好

循
環
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待

し
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

（
注
一
） 

金
融
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「『
記
述

情
報
の
開
示
に
関
す
る
原
則
』
及
び『
記

述
情
報
の
開
示
の
好
事
例
集
』
の
公
表

に
つ
い
て
」（https://w

w
w

.fsa.go.jp/ne 

w
s/30/singi/20190319.htm

l

）
参
照
。

（
注
二
） 

八
木
原
栄
二
＝
岡
村
健
史
＝
堀

内
隼
＝
片
岡
素
香「
企
業
内
容
等
の
開
示

に
関
す
る
内
閣
府
令
の
改
正

─
平
成

三
一
年
内
閣
府
令
第
三
号

─
」
本
誌

二
一
九
四
号
（
二
〇
一
九
）
一
六
頁
以

下
。

（
注
三
） 

「
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原

則
（
案
）」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
八
年

一
二
月
二
一
日
か
ら
本
年
二
月
一
日
ま

で
の
間
、
意
見
募
集
手
続
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
一
五
の
個
人
お
よ
び
団
体

か
ら
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。

〔図表３〕　「記述情報の開示の好事例集」の全体像

好事例集では，開示例ごとに，好事例として着目したポイントを，「記
述情報の開示に関する原則」に対応するかたちでコメントしている。
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（
注
四
） 

「
記
述
情
報
」
は
、
一
般
的
に
、
財
務
情
報
以
外

の
情
報
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で

は
、
法
定
開
示
書
類
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
情
報
の
う

ち
、
金
融
商
品
取
引
法
一
九
三
条
の
二
が
規
定
す
る

「
財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
」
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る

財
務
情
報
以
外
の
情
報
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

（
注
五
） 

SE
C

, “ Interpretation: C
om

m
ission G

uidance 

R
egarding M

anagem
ent’ s D

iscussion and A
nalysis 

of F
inancial C

ondition and R
esults of O

perations”  

(D
ec. 2003, https://w

w
w

.sec.gov/rules/interp/33- 

8350.htm
).

（
注
六
） 

SE
C

, supra note 5.

（
注
七
） 

International A
ccounting S

tandards B
oard 

(IA
S

B
), “ IF

R
S

 P
ractice S

tatem
ent M

anagem
ent 

C
om

m
entary”   (2010) P.8 Para.9.

（
注
八
） 

IA
SB

, supra note 7, P.9 Para.17.

（
注
九
） 

F
inancial R

eporting C
ouncil (F

R
C

), “ G
uid-

ance on the S
trategic R

eport”  (Jun. 2014) P.21 

Para.6.11.

（
注
一
〇
） 

IA
SB

, supra note 7, P.9 Para.1 

で
は
、
ど
の

程
度
将
来
に
関
す
る
記
述
情
報
を
提
供
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
企
業
が
事
業
を
行
う
規
制
や
法
的
環
境
に
影
響

を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
注
一
一
） 

Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
二
頁
。

（
注
一
二
） 

「『
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原
則
（
案
）』

に
対
す
る
主
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
概
要
及
び
コ

メ
ン
ト
に
対
す
る
金
融
庁
の
考
え
方
」（
平
成
三
一
年

三
月
一
九
日
。
以
下
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
す

る
金
融
庁
の
考
え
方
」
と
い
う
）
№
14
参
照
。

（
注
一
三
） 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
金
融
庁
の

考
え
方
№
15
参
照
。

（
注
一
四
） 

IA
SB

, supra note 7, P.25 Para.B
C

32.

（
注
一
五
） 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
金
融
庁
の

考
え
方
№
22
参
照
。

（
注
一
六
） 

Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
五
頁
。

（
注
一
七
） 

Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
八
頁
。

（
注
一
八
） 

本
原
則
に
お
け
る
〔
法
令
上
記
載
が
求
め
ら

れ
て
い
る
事
項
〕
の
記
載
は
、
平
成
三
一
年
内
閣
府
令

第
三
号
に
よ
る
改
正
後
の
開
示
府
令
に
よ
り
記
載
が
求

め
ら
れ
る
事
項
を
示
し
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
概
要
を
示
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
た
め
、
実
際

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
開
示
府
令
の
原
文
を
確
認
い
た

だ
き
た
い
。

 

　

適
用
時
期
に
つ
い
て
は
、
経
営
方
針
、
経
営
環
境
及

び
対
処
す
べ
き
課
題
等
、
事
業
等
の
リ
ス
ク
な
ら
び
に

経
営
者
に
よ
る
財
政
状
態
、
経
営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
分
析
に
つ
い
て
の
改
正
後
の

規
定
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
以
後
に
終
了
す
る

事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
か
ら
適
用
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
以
後
に
終
了

す
る
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
か
ら
改
正
後

の
規
定
に
沿
っ
た
記
載
を
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て

い
る
。

（
注
一
九
） 

「『
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令（
案
）』
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
概
要
及
び
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
金

融
庁
の
考
え
方
」（
平
成
三
一
年
一
月
三
一
日
）№
16
参

照
。

（
注
二
〇
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
Ｍ
Ｄ

＆
Ａ
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
前
掲
（
注
五
））
に
お
い

て
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
は
、
認
識
し
て
い
る
重
要
な
傾
向
も
含

め
、
事
象
、
需
要
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
不
確
実
性
を

分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
理
由
、
影
響
、
関
連

性
、
重
要
性
等
を
説
明
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
のM

anagem
ent C

om
m

entary (P.8 

Para.9) （
前
掲
（
注
七
））
に
お
い
て
、
経
営
戦
略
に
基

づ
い
て
事
業
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
経
営
成
績
等
の
分

析
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
か
だ

け
で
な
く
、
将
来
へ
の
含
意
も
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
整
合
的
で
あ
る
。

（
注
二
一
） 

企
業
の
有
利
子
負
債
を
自
己
資
本
（
株
主
資

本
）
で
除
し
た
も
の
で
あ
り
、
企
業
の
有
利
子
負
債
が

自
己
資
本
（
株
主
資
本
）
の
何
倍
か
を
示
す
。

（
注
二
二
） 

SE
C

, supra note 5.

（
注
二
三
） 

企
業
会
計
基
準
委
員
会
／
財
務
会
計
基
準
機

構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
覧
」（https://

w
w

w
.asb.or.jp/jp/project/project_list.htm

l

）
参
照
。

（
ふ
じ
お
か
・
ゆ
か
こ

ま
え
だ
・
か
ず
や

こ
く
ぶ
ん
・
ゆ
う
こ
）


